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安全１）原発に起こりうる過酷事故

原⼦⼒市⺠委員会(2014)より

2



安全１）原発に起こりうる過酷事故（続き）

http://lexicon.ft.com/Term?term=fat-tails

ケース 事故発生頻度
(国内:50基、世界
430基)

備考

国内商業炉シビアアクシデ
ント発生実績

500年炉に1度
＝国内:10年に1度
発生

1494炉年(廃止プラント
含む)福島第一1,2,3の事
故を3事故として評価

世界商業炉シビアアクシデ
ント発生実績

2857年炉に1度
＝世界:7年、国
内:57年に1度発生

14353炉年(廃止プラン
ト含む) TMI2,チェルノブ
イリ4,福島第一1,2,3の事
故を5事故として評価

既設炉
IAEA安
全目標

炉心が損傷する
頻度

1万年炉に1度
＝世界:23年に1度、
国内:200年に1度発
生する確率

出典：INSAG-12

（IAEA）

発電所近傍の公
衆避難前に大量
の放射性物質が
放出される頻度

10万年炉に1度
＝世界:230年に1度、
国内:2000年に1度
発生する確率

将来炉
IAEA安
全目標

炉心損傷頻度

2011/10/25 原⼦⼒発電・核燃料サイクル技術等検討⼩委員会（第3回）資料より

発
生
頻
度

. 
大きな損失
の発生確率
がより高い

正規分布

ファットテイル
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大幅に超過
している



安全２）誰も責任をとらない体制

原⼦⼒規制
委員会

地元自治体電⼒会社

誰も責任を明言しない

「規制基準に
適合している」

「規制基準に
適合している」

「規制基準は安全を
保障するものではない」

事故が起きたら…

「津波、事故の予⾒
は不可能」

事故が起きたら…

避難指示が解除さ
れた浪江町・富岡町

の帰還率は1％
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３）トイレのないマンション

核分裂による原発の運転により、10万年以上にわ
たって強い放射線を放つ使⽤済み核燃料が既に1万
8千トン以上貯まっています。プルトニウムも48トン保
有しています。
これらをどのようにどこに処分するのか、まったく⾒通せ
ません。少なくとも、これ以上の発生を止める必要があ
ります。

2016年10月19日付朝日新聞
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使⽤済み燃料の危険性
ー韓国古⾥3号機で使⽤済み燃料プール⽕災が起きた場合
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(Ref: Dr. Michael Schoeppner, Calculations in December 2016)

凡例

HYSPLITコードで2015年4月1日の気象データを⽤いて解析した結果
(3日間、1,600 PBqのCs-137が放出されたと想定)

国 汚染地域 (km2) 避難者数
平均 最大 平均 最大

日本
避難地域
30年以上にわたる避難地域

27,000
14,000

67,000
40,000

7,900,000
4,300,000

28,300,000
18,400,000



安全４）世界の気温上昇とリスク
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安全４）世界の気温上昇とリスク（続き）

BP Statistical Review of World Energy2017より作
成
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世界の1次エネルギーに占めるエネルギー源シェアの推移（1965~2016）
Wind solar Geo biomass other hydro Coal oil gas nuclear

天然ガス：一貫して増加傾向

⽯油︓1970年代のオイルショック以降、減少傾向

⽯炭︓2000年代に⼊り増加傾向を⽰したが、2010年の30.6%をピークに減少傾向

原⼦⼒︓1980年代までは増加するも、2001年の6.3%をピークに減少し、現在4.5%

⽔⼒︓5~6%前後で推移 太陽光ほか︓近年急速な成⻑を遂げている
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